
滝川市都市計画審議会 議事概要

令和４年度 第１回 滝川市都市計画審議会 議事概要

日 時 令和４年10月14日（金曜日）午後3時00分～午後４時30分

開催場所 滝川市役所 ５階 庁議室

出席者

岡部豊会長、田端千裕副会長、木幡孝雄委員、

堀重雄委員、水口典一委員、木下八重子委員、東元勝己委員、中井勇人委員

事務局等：前田康吉市長、尾崎敦建設部長、加地幸治建設部次長、

遠藤友樹弘都市計画課長補佐、花田万敬都市整備係長

中山太陽主任主事、小諸将司主任級主事

議 事

１ 開 会

２ 委嘱状交付

・改選後初の都市計画審議会となるため、委嘱状の交付を行った。

３ 市長挨拶

・本日の報告事項２件について、宜しくお願いしたい旨の挨拶があった。

※挨拶後、市長は他の公務のため退席。

４ 役員選出

・事務局長より本日は委員10名中8名の出席により審議会が成立したことを報告

した。

・推薦により会長、副会長が選出された。

・選出された会長より挨拶があった。

５ 議 事

・会長が議長となり議事の進行を行った。

報告第１号

滝川市立地適正化計画策定経過について

事務局）

・配布資料に基づき、「滝川市立地適正化計画策定経過」について内容説明を行

った。



会長）

・報告第１号の説明が終わった。

・何か質疑・意見等はないか。

委員）

・目標値に係る新たに誘導したい６種の誘導施設はなにか。

・学校施設の再編等については居住誘導を考えるうえで、どの様に考えているの

か。

・20年という計画期間における現段階の総事業費について。

事務局）

・素素案P54の立地状況「－」、誘導施設「○」となっている、スーパーマーケ

ット、屋内遊戯施設、運動施設・温浴施設、保育園・認定こども園、科学館、

官庁施設の６種類。

・素素案P56の【誘導方針５：公共施設等の適正配置】①公共施設等の適正配置

の３行目で「なお、子育て世帯の新たな居住誘導を図る上で重要となる学校施

設については、今後の人口減少などによる児童・生徒数の減少を鑑み、効率

的・効果的な配置を検討する必要があることから、維持・集約・建替などの具

体的な検討を進めます。」として整理している。

・総事業費までの試算はしていない。概ね５年ごとに分析及び評価を行い、状況

に応じて誘導施策等を適宜見直しする。行動計画として方針・方向性を示すも

のだが、戦術までを明確に記載していない。

会長）

・ほかに意見等なないか。

委員）

・なし

会長）

・なければ報告第１号については、報告済とさせていただきたいが宜しいか。

委員）

・異議なし



報告第２号

滝川市都市計画マスタープランの改定について

事務局）

・配布資料に基づき、「滝川市都市計画マスタープランの改定」について報告を

行った。

会長）

・報告が終わった。

・質疑・意見等はないか。

委員）

・なし

会長）

・なければ報告第２号については、報告済とさせていただきたいが宜しいか。

会長）

・以上で、今回の議事が終わった。

・長時間の審議に感謝申し上げる。

６ その他

・特になし

７ 閉 会

報告資料

報告第１号

・滝川市立地適正化計画策定経過について

報告第２号

・滝川市都市計画マスタープランの改定について


